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1 この点に関してはMcCallum（2000）、小野（1992）を参照。 
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 ここでは、以下の変数は、下に述べる変数の目標値、定常値などからの乖離を表している。
それは yは産出量の自然対数値、 pは物価の自然対数値、mは貨幣供給量の自然対数値、 rは
利子率である。3 u は供給ショック、vは ISショック、wは LMショック、a、b、 1c 、 2c は
プラスの定数とする。経済的ショックは、お互い独立で、平均はゼロ、分散はそれぞれ uσ 、 vσ 、
wσ であるとする。添え字の t などは、その期間の変数であることを表している。Eは添え字の
期末のおける情報のもとでの合理的期待を表している。 
 （１）式は、いわゆるルーカス供給関数である。予期せぬ物価上昇が、産出高にプラスの影















完全に操作することはできないとする。したがって、当局は t 期末の段階、つまり t 期の物価
                                                          
3 以下では、特に断らない場合、各変数は目標値、定常値などからの乖離を意味している。 
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4 この点に関して、McCallum（1986）、Walsh,（1998）を参照。 
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 Varの添え字、m 、 r 、π はそれぞれを政策目標をした場合の分散を表している。ここで
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 また、 rvλ は 2c の大きさに関らず、     のままである。 
 
 以上のことより、 0>=> rv
m







wλ と πλwはともにゼロになる。したがって 0=== πλλλ wrwmw となるので、
π)()()( yVaryVaryVar rm == となり、政策目標としてはどの変数も無差別となることがわかる。 
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